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横浜看護学雑誌投稿規程 
 
（2012年 8月 1日改定） 
 
 
第 1 条（趣旨） 
この規定は、横浜看護学雑誌の投稿に係る事項を定める。 
 
第 2 条（名称） 
本誌の名称は、和文名で横浜看護学雑誌、英文名でYokohama Journal of Nursingとする。略誌名は、横看誌とする。 
 
第 3 条（委員会） 
本誌の編集、発行、管理に係る事項は、横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻・医学部看護学科横浜看護学雑誌編
集委員会（以下：編集委員会）が定める。 
 
第 4 条（投稿資格） 
本誌に投稿できる者は、横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻教員ならびに医学部看護学科教員、若しくは編集委
員会の承認を得た者とする。 
 
第 5 条（原稿の内容・種類） 
  原稿の内容は、看護学及び看護学教育の充実・発展に寄与するものとする。 
 2  原稿の種類は、論壇、総説、原著、研究報告、その他とする。 
1 ）論  壇：看護学及び看護学教育に関する問題や話題について、今後の方向性を指し示す著述や提言。 
2 ）総  説：ある主題について知見を多面的に収集、また文献等をレビューし、総合的に概説したもの。 
3 ）原  著：独創的な研究をまとめた論文で、新しい知見が論述されているもの。 
4 ）研究報告：意義のある研究をまとめた論文で、ケーススタディなどを含む。 
5 ）そ の 他：実践報告、学会・セミナー報告、その他重要な資料・報告などを含む。 
 
第 6 条（倫理的配慮） 
原稿は、他の出版物にすでに発表あるいは投稿されていないものに限る。また倫理上の配慮がなされ、その旨が本文中
に明記されていること。 
機関内倫理審査委員会の審査を受けた場合には、該当する機関の名称を明記すること。国内の機関内倫理審査委員会お
よび海外の機関内倫理審査委員会ともに、該当する機関の名称はローマ字イタリック体で表記する（後者は英文表記）。 
例）横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻研究倫理審査会 
Yokohama shiritsu daigaku daigakuin igakukenkyuka kangogakusenko kenkyu rinrishinsakai 
 
第 7 条（執筆要領） 
執筆要領は下記に従う。 
原稿は、和文または英文とし、ワードプロッセッシングソフトウエアで作成する。 
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原稿が和文の場合 
1 ）原稿は、A4版横書きとし、和文の場合は、1頁40字×30行程度（約1,200字）、MS明朝11ポイントにて作成する。 
2 ）原稿の長さは、要旨（和文・英文）、本文（図表、引用文献）を合わせて以下の文字数及び刷り上り枚数とする。刷
り上り 1枚は概ね2,400字に相当する。図表については本誌に掲載されている図表を参考に字数を勘案する。 
（1）論壇、総説、原著、研究報告：和文は19,200文字以内。英文は8,000ワード以内（刷り上り 8枚以内）。 
（2）その他：和文は12,000文字以内。英文は5,000ワード以内（刷り上り 5枚以内）。 
3 ）原稿は、表紙、要旨、本文（図表、引用文献）より構成されていること。 
（1）表紙：原稿の種類、表題、著者名、所属と連絡先、キーワード、ランニングタイトル、別刷希望部数、要旨文
字数、本文文字数、図表の数を記す。 
① 表題：和文40文字以内、英文14ワード以内で作成する。 
② キーワード：5個以内とし、和文、英文で作成する。 
③ ランニングタイトル：和文20文字以内、英文 7ワード以内とする。 
（2）要旨：論壇、総説、原著論文、研究報告に付す。 
① 論壇、総説では、和文要旨（400文字以内）を付す。 
② 原著論文、研究報告では、和文要旨（400文字以内）及び英文要旨（250ワード以内）を付す。 
（3）本文の終りには、謝辞等の項を設けることができる。なお、当該研究に関して特定の研究費助成、便宜供与な
どの支援を受けた場合は、ここにその旨を記載すること。 
（4）図表は、本文とは別に作成し、本文右余白にそれぞれの挿入希望箇所を指定する。なお、図表は、そのまま製
版が可能な水準のものとする。 
（5）数量の単位は原則としてSI単位に従い、記号で表す。 
（6）学名（微生物名など）はイタリック体で表す。 
（7）本文の見出しに使用するナンバーは、I > 1 > 1) > (1) > ① の順で用いること。 
（8）各ページの左端に行数を付すこと。 
（9）原稿中の算用数字は全て半角を使用すること。 
（10）原稿中の括弧や句読点、特殊記号は、全角で統一すること。 
（11）引用文献は主要論文にとどめ、本文に引用した順に番号を付ける。本文中では該当箇所の右肩に片括弧を付けて
番号を記載する。（例：先行研究によると3）、5-7））記載様式は下記の例に従い、著者が 3人までは全員、4人以上
の場合は 3人目までを挙げ、4人目以降は省略して「，他」とする。雑誌名は原則、和文は医学中央雑誌、英文
はIndex Medicusの採用する略語を用いる。いずれにも該当しないものは正式雑誌名を記載する。なお、イン
ターネットのホームページは原則として引用文献として認めない。 
 
原稿が英文の場合 
1 ）原稿は、A4版横書きダブルスペースとし、Times New Roman 11ポイントにて作成する。 
2 ）原稿の長さは、要旨、本文（図表、引用文献）を合わせて以下の文字数及び刷り上り枚数とする。刷り上り 1枚は
概ね1,000ワードに相当する。図表については本誌に掲載されている図表を参考に字数を勘案する。 
（1）論壇、総説、原著、研究報告：英文は8,000ワード以内（刷り上り 8枚以内）。 
（2）その他：英文は5,000ワード以内（刷り上り 5枚以内）。 
3 ）原稿は、表紙、要旨、本文（図表、引用文献）より構成されていること。 
（1）表紙：原稿の種類、表題、著者名、所属と連絡先、キーワード、ランニングタイトル、別刷希望部数、要旨文
 Yokohama Journal of Nursing Vol.8, No1, pp.63-70, 2015 65 
字数、本文文字数、図表の数を記す。 
① 表題：英文14ワード以内で作成する。各単語の先頭文字を大文字とする（ただし、3文字以内の接続詞、前置
詞、また冠詞は除く）。 
② キーワード：5個以内とし、和文、英文で作成する。英文のキーワードは 1つのキーワードにつき複数ワード
で構成されていても構わない。 
③ ランニングタイトル：英文 7ワード以内とする。文頭のみ大文字とし、あとは小文字で書く。 
（2）要旨：論壇、総説、原著論文、研究報告に付す。 
① 論壇、総説では、英文要旨（250ワード以内）を付す。 
② 原著論文、研究報告では、和文要旨（400文字以内）及び英文要旨（250ワード以内）を付す。 
（3）本文の終りには、謝辞等の項を設けることができる。なお、当該研究に関して特定の研究費助成、便宜供与な
どの支援を受けた場合は、ここにその旨を記載すること。 
（4）図表は、本文とは別に作成し、本文右余白にそれぞれの挿入希望箇所を指定する。なお、図表は、そのまま製
版が可能な水準のものとする。 
（5）数量の単位は原則としてSI単位に従い、記号で表す。 
（6）学名（微生物名など）はイタリック体で表す。 
（7）本文の見出しに使用するナンバーは、I > 1 > 1) > (1) > ①の順で用いること。 
（8）各ページの左端に行数を付すこと。 
（9）原稿中の算用数字は全て半角を使用すること。 
（10）原稿中の括弧や句読点、特殊記号は、半角で統一すること。 
（11）引用文献は主要論文にとどめ、本文に引用した順に番号を付ける。本文中では該当箇所の右肩に片括弧を付けて
番号を記載する。（例：According to the other studies3）、5-7））記載様式は下記の例に従い、著者が 3人までは全
員、4人以上の場合は 3人目までを挙げ、4人目以降は省略して「～et al」とする。雑誌名は収載誌略名で表記
し、和文雑誌は医学中央雑誌、洋雑誌はIndex Medicusの採用する略語を用いる。いずれにも該当しないものは
正式雑誌名を記載する。なお、インターネットのホームページは原則として引用文献として認めない。 
上記以外の英文投稿に関する事項は、APA論文作成マニュアル第 2版（アメリカ心理学会著、前田樹海、他訳、医学
書院、2011）に準じる。 
 
［記載様式の例］ 
□雑誌の場合 
著者名：引用論文の題名，雑誌名．巻（号）：頁－頁，発行年． 
和 文：臺有桂，田髙悦子，今松友紀，他：地域看護学教育における健康危機管理演習の試み 
－地域看護診断を基礎にした災害時要援護者への支援－，横看誌．4 (1) : 101-108, 2011． 
英 文：Tadaka E, Kanagawa K : A randomized controlled trial of a group care program for community-dwelling 
elderly people with dementia, Jpn J Nurs Sci. 1 (1) : 19-25, 2011. 
□単行本の場合 
著者名：引用部分の題名，編者名（編），書名．版数，出版社，発行地：頁－頁，発行年． 
和 文：上原譽志夫，田口理恵：3．循環器の疾患-2）高血圧症，井上修二（編），新臨床栄養学．光生館，東
京：140-153, 2011． 
英 文：Ringsven MK, Bond D, et al. : Gerontology and leadership skills for nurses, 2nd ed. Delmar, NY : 24-28，2011. 
  
66 横浜看護学雑誌 Vol.8, No1, pp.63-70, 2015 
第 8 条（投稿手続き） 
  投稿手続きは下記に従う。 
1 ）初回投稿時には、全ての原稿について、正本 1部、副本 4部を提出する。副本には著者名、所属、謝辞等、著者名が
特定される事項を一切記載しない。写真は全てオリジナルを揃えるのが好ましいが、オリジナル 1部と高画質の複写
4部でもよい。また、投稿承諾書（全著者が承認した投稿および論文であることの承認、著作権委譲にかかる承諾書
を兼ねる）を提出する。 
2 ）投稿原稿の採択ならびに掲載決定の通知を受けたときは、編集委員会より指定された期日までに、指定された方法
で、最終原稿一式（電子ファイル）を提出する。 
3 ）投稿時は、封筒の表に「横浜看護学雑誌原稿」と朱書きした上で、〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3丁目 9番 横浜
市立大学大学院医学研究科看護学専攻・医学部看護学科内「横浜看護学雑誌編集委員会」 宛に送付する。 
 
第 9 条（論文の受付及び採否） 
原稿の受付及び採否は次のとおりとする。 
1 ）原稿の到着日をもって、論文の受付日とする。 
2 ）原稿の採否（種類を含む）は、査読を経て編集委員会の審査により決定する。 
3 ）投稿された論文は、理由の如何を問わず返却しない。 
 
第10条（著者校正） 
著者校正は 1回までとする。校正時の大幅な追加、修正は原則として認めない。 
 
第11条（費用） 
費用については次のとおりとする。 
1 ）掲載料は原則として無料とする。 
2 ）別刷りは著者負担とする。 
3 ）カラー印刷および特殊な加工に要した費用は著者負担とする。 
4 ）規定の文字数を超えた場合は、超過分に対する印刷費用を著者負担とすることがある。 
 
第12条（著作権） 
本誌に掲載された論文ならびに電子ジャーナルの著作権は横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻・医学部看護学科
に帰属する。 
 
 
附則 この規程は、2007年 4月 1日から施行する。 
この規程の改定は、2009年 4月 1日から施行する。 
この規程の改定は、2010年 4月 1日から施行する。 
この規定の改正は、2011年 4月 1日から施行する。 
この規定の改正は、2012年 8月 1日から施行する。 
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横浜看護学雑誌投稿原稿チェックリスト 受付番号：      提出：   年  月  日 
 
 本チェックリストを用いて原稿を点検、確認し、必要事項を記入の上、原稿に添付して提出してください。また、投稿承諾書（著作権委譲承
諾書を兼ねる）も一緒に提出してください。下記項目に従っていない場合は、投稿を受付しないことがあります。 
 
   ＜論文の構成＞ 
囗 １．表題の和文・英文は規定の字・語数であり、内容が一致している。 
囗 ２．キーワードの和文・英文は規定の個数であり、内容が一致している。 
囗 ３．ランニングタイトルの和文・英文は規定の字・語数であり、内容が一致している。 
囗 ４．英文は、native check 若しくは専門家による校閲を受けている。 
囗 ５．表紙、要旨和文、同英文、本文、図表の要素ごとに各々頁を改めて作成している。 
囗 ６．正本の表紙には、次の項目を記載している。：原稿の種類、表題、著者名、所属と連絡先、キーワード、ランニン
グタイトル、別刷希望部数、要旨文字数、本文文字数、図表の数 
囗 ７．副本の表紙には、次の項目を記載している。原稿の種類、表題、キーワード、ランニングタイトル、別刷希望部
数、要旨文字数、本文文字数、図表の数 
囗 ８．副本については、氏名、所属、謝辞を取り外すとともに、原稿のすべての箇所において著者が特定されるような事
項を隠すための処理をしてある。 
 
＜数値、記号の記載様式＞ 
囗 ９．本文にはページ番号を付している。 
囗 10．各ページの左端に行数を付している。 
囗 11．本文の見出しに使用するナンバーは、右記の如く構成している。I > 1 > 1) > (1) > ① 
囗 12．原稿中の算用数字は全て半角を使用している。 
囗 13．原稿中の括弧や句読点、特殊記号は、和文中では全角を、英文中では半角で統一している。 
 
＜図・表・写真の様式＞ 
囗 14．図、表のフォントは、MSゴシックにて作成している。 
囗 15．図、表、写真は 1頁に 1点を印刷し、通し番号（図 1、図 2、表 1、表 2…）が付されている。図、表のタイトルは、
図は下に、表は上に記載している。 
囗 16．本文右余白に図、表、写真それぞれの挿入希望箇所を指定している。 
囗 17．図、表、写真はそのまま製版可能な水準である。 
囗 18．表は、縦罫線を使用していない。 
 
＜文献記載様式＞ 
囗 19．文献は引用文献に限り記載し、参考文献を記載していない。 
囗 20．文献の記載方法は文献の種類ごとに投稿規程に従っている。 
囗 21．文献は引用順に番号を付し、本文中では右肩に片括弧を付け番号を記載している。 
囗 22．同一文献を繰り返し引用する場合は、初出の際に付した文献番号を使用している。 
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＜原稿の体裁および長さ＞ 
囗 23．原稿は、A4版横書きとし、和文の場合は、1頁40字×30行程度（約1,200字）、MS明朝11ポイントにて、英文の場合
は、ダブルスペースとし、Times New Roman 11ポイントにて作成しているか。 
囗 24．原稿の長さは下記に記入するとおり、原稿種類の刷り上がり規定枚数内である（図表は、A4判 1点を2400字、A5判
1点を1200字、A6判 1点を600字相当と換算している。） 
    投稿字数 ①本  文：        字 
②和文要旨：        字 
         ③英文要旨：        字相当（語数×1.6） 
④図、表、写真：      字相当＊１） 
          ①②③④の合計：         字相当（原稿の種類：      ） 
＊１）図、表、写真の字数内訳 
                □ A4判 (2400字相当)               枚 
                □ A5判 (1200字相当)               枚 
                □ A6判 ( 600字相当)               枚 
                □ その他                          枚 
 
 
＜投稿倫理＞ 
囗 25．既に出版された原稿、図、表、写真の一部もしくは全部を転載する場合には、著作権の所有者より転載許可を受
け、そのコピーを添付している。 
囗 26．研究倫理審査委員会の承認を得ている研究の場合は、その委員会名（ローマ字イタリック体）と審査年月日、審査
番号等を記載している。 
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横浜看護学雑誌編集委員長殿 
 
投稿承諾書・著作権委譲承諾書 
 
下記論文は、全著者が、横浜看護学雑誌の投稿規定に則った適切な論文であることおよび、横浜看護学雑誌に投稿すること
を承諾した論文であることを誓います。今までに他誌に発表されたことがなく、また他の雑誌に投稿中でないことを認めます。 
横浜看護学雑誌に掲載されることが受理された際は、その著作権については、横浜市立大学大学院医学研究科看護学専
攻・横浜市立大学医学部看護学科に帰属することを承諾します。また、論文を電子ファイル化し、横浜市立大学内外へ公開
することを承諾します。 
 
論文名＊： 
 
 
 
全著者名＊： 
 
著者の自署もしくは、記名・捺印 
 
筆頭著者＊ 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
共著者 
平成   年  月  日   
 
＊用紙が足りない場合や著者が異なる機関に所属する場合は、複写の上、複数枚提出しても構いません。但し、論文名、
全著者名、筆頭著者はいずれの用紙にも記載してください。 
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編 集 後 記 
 
昨年に引き続き、本年度も編集委員長を拝命し、横浜看護学雑誌第 8巻第 1号を無事、発刊するに
至った。これもひとえに関係者各位のご協力、ご尽力あっての賜物と深く感謝の意を表する。 
今回の編集作業を振り返ると、特にこれまでと大きく異なることがあった。それは査読のやり取
りの回数が例年になく増えたことで、臨時の編集委員会が行われたりもした。査読のプロセスが進
むと、徐々に編集委員会の作業は煩雑さを伴ってきたが、作業の終盤になり目次を作成しているう
ちに、その理由となりがふと頭をよぎった。本誌の掲載論文を見ると、最終的にアクセプトされた
論文のうち 6本が研究報告であり、昨年より研究関連の投稿が多くなっていた。また、筆者の中に
は、卒後、間もない看護実践者が含まれており、投稿者の層が広がっていることがわかった。多彩
なキャリアの本学関係者から投稿された論文などが掲載に至っており、心から喜ばしいと感じてい
る。 
しかし、当然のことながら本誌で学術的成果を公表する場合、その精度や質の高さが求められる
ことから、掲載までの投稿者と査読者らとの査読プロセスでは、時として厳しい指摘をしたりされ
たりといったことを繰り返す事態を生じることがある。査読プロセスにおいて、投稿者と査読者が
双方に意思疎通を十分にはかることが難しくなれば、優れた論文に仕上げるまでの進行に抵抗が生
じる可能性がある。一般的には査読プロセスを経ることで、結果的に多くは投稿時よりも優れた内
容に修正されていくが、査読が文章だけでやり取りされていることを考えると、投稿者の努力のみ
ならず、査読者らの力量や采配が大きく影響を及ぼすことは否めない。 
最近のある論文では、質の高い優れた査読を行うための心得として、第一に“当該学問分野への
インパクトや貢献、有意義性の評価”を行い、さらに“その論文の長所と短所について、詳細に指
摘すること”とある。後者については、その論文の長所を生かすように改訂したり、短所をカバー
できるよう具体的、建設的な助言、提案を全体的にポジティブなトーンで行い、優れた論文に導く
ことであると述べている。 
本誌は、本学関係者の日々の学術的、実践的活動といった幅広い内容を扱うことができる特徴を
有する雑誌である。また、投稿者のキャリアも様々であることを踏まえると、優れた論文へ導くた
めには、査読者により一層、優れた能力が求められるといえる。本誌の関係者一同が教育的、指導
的な立場を貫き、優れた論文を導けるよう作業にあたることが、優れた学術誌づくりに向けての
もっとも賢明な姿勢・態度ではないかと感じている。今後、さらに優れた雑誌になるよう発展を切
に願っている。 
最後に、発刊までの一連の作業に多大なるご協力を頂いた企業の皆様を含め、関係者各位に再
度、心より感謝を申し上げる。 
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